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工事概要

首都高速 上部工補強工事

区間延長 約2.6㎞

工事内容
床版補強工 約17,000㎡
（内 三信建設工業施工 約5,000㎡）

段差防止工 16橋脚
落橋防止工 1橋脚



床版補強工
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床版補強工

下地処理（ディスクサンダー）

プライマー

不陸修正
含浸・接着樹脂（下塗り）

繊維シート（主鉄筋方向）

含浸・接着樹脂（上塗り）

含浸・接着樹脂（下塗り）

繊維シート（配力筋方向）

含浸・接着樹脂（上塗り）

断面修復工

ひび割れ注入工
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施工状況 床版補強土工の通常施工足場

2.5ｍ 1.8ｍ

床版

裏面吸音板

床版

施工足場

・裏面吸音板から床版までの高さが約2.5ｍ程有る為、足場を設置する

・床版から足場までの高さは作業しやすいように約1.8ｍ程度確保する



施工状況 床版補強土工の狭隘施工足場

1.0ｍ

床版

配管

床版

施工足場

・配管が通る箇所は配管の上に足場を設置する為、床版から足場までの高さが
約1.0ｍ程度しか確保できない。

・上向き作業で首への負担が大きい状況で、さらに腰への負担が大きいため
作業能率が著しく低下する

作業能率の低下（作業時間が通常足場と比べて1.5～1.8倍掛かる）



改善策

要求事項
・中腰作業時による、腰への負担を軽減できるもの
・樹脂の塗布及び繊維シート（1枚3m～5m）を貼り付ける作業で
容易に移動ができるもの

・上向き作業なので首への負担を軽減したい

タイヤ付きの作業用
椅子の導入



改善策での作業状況

作業時間の比較
通常足場 1 ＞ タイヤ付き椅子導入 1.2～1.5 ＞ 狭隘な足場 1.5～1.8



タイヤ付椅子の改良

＜作業員からの要望＞
タイヤが硬質の樹脂製のため、横移動時の振動で腰に
負担を感じる。鋼製足場の段差が苦になる。

クッション性能が
欲しい

スプリング
クッション
を取付

クッショ
ンラバー
を取付

段差の移動
も楽になる



まとめ・感想

今回、作業空間で規制がある中、中腰作業による腰への負担を低減
させるために、『タイヤ付き椅子』の導入を行いました。また、作
業で使用しながらも更に改良を加えより作業員の負担低減を図りま
した。結果、作業がしやすくなり作業能率も上げることができまし
た。
通常足場と比べるとまだ作業能率の差が1.2～1.5倍ほどありますが、
今後も作業員の負担を減らす改善等を取り入れることで、作業の効
率及び安全につながると思うので、今後も作業員とコミュニケー
ションを取り、改善できるところは改善していきたいです。

ご清聴ありがとうございました
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